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同窓会
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関西医科大学同窓会理事 
一般財団法人加多乃会理事　
?�,�y
â
™�� （32回生）

　加多乃会館は同窓会の発展や同窓生の親睦と憩いの場として昭和51年2月、滝

井の母校の近くに竣工されました。この建設の財源は多くの先人の浄財で賄われ

ました。因みに加多乃会館の規模は敷地98坪、地上4階建、総面積約524㎡、総

工費は当時の金額で約1億3,100万円を費やし、施主は財団法人加多乃会であります。また完成を記念して

盛大な披露パーティーが挙行されたそうです。このことは同窓会80年、加多乃会40年という輝かしい歴史

の中でも画期的なイベントの一つとされています。

　その後加多乃会館ができたことにより同窓会事業は円滑に遂行され、同窓生の日常生活のモチベーショ

ンを高めるのに役立っています。また加多乃会の定款に謳っている地域の医療や福祉推進に寄与する事業

なども順調に行われており社会の信頼に貢献しています。まさに加多乃会館は同窓会と加多乃会の活動の

要となっています。

　一方大学では山下敏夫理事長・学長先生をはじめ、関係各位の多大な努力により皆様ご承知のようにア

クションプランの事業として平成25年4月1日に附属枚方病院と直結した素晴らしい新学舎が完成されま

した。それに伴い大学側から新学舎の13階に同窓会と加多乃会が入ってほしいとの要望がございました。

同窓会と加多乃会は申し入れに対応するため早速「加多乃会館移転等検討委員会」を立ち上げ慎重に議論

を重ねて交渉に臨み、その結果、双方とも提示した条件に合意し円満に移行することができました。

　そこで今、緊急の課題となっているのが移行後の加多乃会館をどうするのかであります。現在、同窓会

と加多乃会の理事による「加多乃会館の今後について」話し合いの会が発足し、鋭意努力して最善の策を

討議中であります。

　加多乃会館の先行きは、まだ決まっていませんがいずれにせよ加多乃会館が存在したからこそ、今の盤

石な同窓会があり、今の同窓会があるからこそ我々の楽しみが未来に繋がります。

　今いえることは、加多乃会館設立に向けて血と汗を流し、尽力された先輩に報いることであります。そ

のためには加多乃会とはどのような会で、どのように同窓会を支えてきたかを同窓生に知っていただき、

そして理解してもらうことに努めなければなりません。

　加多乃会館の佳き行く末を願って。
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大雪に見舞われた枚方学舎
　2/14大雪に見舞われた近畿地
方ですが、枚方学舎の中庭にも、
数センチの雪が積もりました。
　思わぬ大雪に学生も雪遊びを
したり、雪だるまを作ったりと楽
しそうでした。

教 職 員 メ デ ィ ア 情 報
新聞・雑誌・テレビ等マスコミの取材、テレビ出演、また記事を掲載された教職員の方々を紹介します。

（主に平成26年1月1日〜3月31日　＊判明分のみ）
健康科学教室
木村穣　教授

テレビ大阪「なにしよ」
（1月8日）

睡眠について、睡眠不足が健康や美容に及ぼす悪影響と、その解消方法や上手
で正しい睡眠の取り方について、出演者の悩みに答える形式で説明しました。

健康科学教室
木村穣　教授

朝日放送
「おはよう朝日です」

（1月9日）

冬場に多発するヒートショックについて、実際に発生しやすい風呂場での状
況や、原因となる身体のメカニズムと、部屋の温度差をなくす事や身体はゆ
っくり暖めるなどの予防方法について説明しました。

耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学講座

朝子幹也　講師
朝日放送「キャスト」

（1月21日）
年々ひどくなる花粉症事情とその治療において最近注目されている、家庭で
簡単にできる舌下免疫療法について説明しました。

健康科学教室
木村穣　教授

朝日放送「キャスト」
（2月4日）

冬場はとかく外出が億劫となり運動不足に陥りやすいことから、自宅ででき
る簡単な運動のひとつである「腰掛タップダンス」について、その効用を説
明しました。

小児科学講座
石崎優子　准教授

読売新聞
（2月6日朝刊）

医療ルネサンス「長引くせき-チック症多くは自然治癒-」の記事の中で、せ
きチックは「ほとんどが時間がたてば自然に良くなるので、患者や家族の不
安を取り除くことが大切」とのコメントが掲載されました。

救急医学講座
中谷壽男　診療科教授

読売新聞
（2月11日朝刊）

スキャナー「大量服用で招く安易な処方-精神薬で救急搬送-」の記事の中で、
大量服用患者を受け入れる医療機関が少なく、救命救急センターで受け入れ
ているが、ICUで対応せざるを得ず深刻な救急患者を受け入れられない場面
が頻発している」とのコメントが掲載されました。

産科学・婦人科学講座
安田勝彦　准教授

産経新聞
（2月19日夕刊）

特集「女性のがん」の記事の中で、良性以外の卵巣腫瘍の15％を占める境界
悪性腫瘍について、「初期は自覚症状が出ず、腹水によりお腹が張るなどの症
状は、病気がかなり進行した状態」とのコメントが掲載されました。

衛生学講座
薗田精昭　教授

日経産業新聞
（2月24日発刊）

薗田教授が開発した、様々な種類の細胞に成長する性質を持つ可能性がある
「微小幹細胞」を、マウスや人の骨から効率よく取り出す手法が紹介され、採
取効率が従来の60倍であり、再生医療などに向けた研究も進むことが期待さ
れるとの記事が掲載されました。

耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学講座

朝子幹也　講師

読売テレビ
「かんさい情報ネットten」

（2月28日）
花粉症に対する舌下免疫療法は十分な効果が出ると体質が改善され、根治で
きる可能性があると説明しました。

耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学講座

朝子幹也　講師
毎日放送「VOICE」

（3月6日）
花粉症治療として、杉などのアレルギー物質のエキスを摂取する舌下免疫療
法は、注射と異なり自宅でできるため負担が少ないと説明しました。

耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学講座

朝子幹也　講師
読売テレビ「ミヤネ屋」

（3月18日）
舌下免疫療法の手段として、舌の下に置いたパンにスギ花粉エキスを染みこ
ませることで体をスギ花粉に慣らしていく方法を紹介しました。

法医学講座
赤根敦　教授

中日新聞
（3月28日朝刊） 袴田事件の再審決定に係るDNA型鑑定の解説コメントが掲載されました。

法医学講座
赤根敦　教授

毎日新聞
（3月28日朝刊）

袴田事件の再審決定の決め手となったDNA鑑定についてコメントが掲載さ
れました。

※このコーナーは主要な放送局、新聞、雑誌の掲載情報が対象ですが、研究成果に関する記事は、その限りではありません。
※職位は出演・掲載時点です。

メディア情報

　今号では、医学部と看護専門学校の卒業式と入学式を
ご紹介しました。因みに、25回目の発行となる今号で紹介
した卒業生は、本誌の創刊号の表紙を飾った、牧野キャ
ンパス大講堂で天井画を見上げる医学部入学生です。
　毎年訪れる出会いと別れの季節、今年は皆さんにとっ
てどのように映ったでしょうか。この1年を振り返ると、
医学部では「枚方で初めての…」、看護専門学校では「牧
野で初めての…」という、心機一転の出来事が多くあり
ました。
　続いていくもの、新たに始まったもの、それぞれがこ
の土地に根付いて続いていってほしいものです。次回の
本誌発行は7月末です。� （H．H）

編集後記 学舎の風景 こちらでは特にイベントではない枚方学舎の
日常を写した写真を不定期でご紹介します。


